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福島城遺跡発掘調査に伴う自然科学分析

はじめに

福島城遺跡は、 鳥取県西部の西伯郡伯耆町福島に位置し、 野上川西岸の丘陵上に立地する。 中世山

城跡であるが、平安時代末期から鎌倉時代初期と考えられるたたら製鉄の炉跡も出土している。

本報は、 文化財調査コンサルタント 株式会社が伯耆町教育委員会からの委託を受け実施・ 報告した

幾つかの自然科学分析調査報告書を再編したものである。

AMS年代測定について、 報告時には暦年較正曲線に INTCAL13 を用いた解析を実施していたが、

全ての試料について最新のINTCAL20 を用いた再計算を実施した。

また、 対象とした報告書での分析目的、 分析方法が多岐にわたることから、 分析目的ごとに項を分

けた。

土坑SK2 埋土について

1. 目的

I11 区で検出された土坑SK2 が「 黒色土」 で埋められていたことから、遺跡から離れた地点から「 ク

ロボク土」 を運搬し、埋めた「 特別な遺構」 ではないかとの指摘があった。 このため「 黒色土」 と「 ク

ロボク土」 を実態顕微鏡下で比較し、 埋土の性質を

明らかにする。

2. 分析試料の概要

伯耆町教育委員会により福島城遺跡I11 区SK2 か

ら採取（ 第1 図）・保管されていた。 本業務に当たり、

保管中の試料を御提供いただいた。 また、 第2 図

に試料の状況写真を示す。

第1 図分析試料採取位置・ 層準 (I11 区SK2)
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第2 図分析試料(I11 区SK2 埋土 )
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3. 実体顕微鏡観察方法

前処理の前に、 土色（ マンセル記号） の記載。 その後、 標準篩により 63 μm 残渣、 200 μm 残渣

に調整し、 構成物を実体顕微鏡下で観察し、 一覧表にまとめた。 また、 観察に当たり①炭片の含有状
況及び形態、②火山ガラスの含有状況、③その他の含有状況に着目した。
4. 実体顕微鏡観察結果

分析結果を第1 表し、 第3 図に「 黒色土」 の実体顕微鏡写真を示す。 第3 表には、 比較試料として

「 クロボク土」 の観察結果も示した。

色調は黒色であるが、やや褐色を帯びる（ 第5 図）。 含有物は花崗岩片の量が多かった。細粒部では、

これが風化・ 分解した雲母、石英、 長石が多く 含まれた。 炭片も多く 含まれたが、 角が丸い円～亜円

礫状の個体が目立った（ 第5 図参照）。

5. 埋土材としての「 クロボク土」 の利用について

第3 表に示したように、「 クロボク土」 には「 火山ガラス」、「 軽石」 などの火山起源の砕屑物が多

く 含まれている（ 第4 図参照）。 一方、 今回のSK2 埋土にはこれらが全く 含まれていなかった。 また、

第3 図実体顕微鏡写真（ SK2 埋土

第1 表観察結果
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200μm残渣
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いずれにも炭片が含まれていたが、 その量はクロボク土中より、 埋土中が多かった。 一方、「 クロボ

ク土」 中の炭片は角張った角礫状のものが多かったが、 埋土中の炭片には角が丸い円～亜円礫状のも

のが多かった。以上のように、 埋土中に「 クロボク土」 の痕跡を見つけることができなかった。 した

がって、「 クロボク土」 がSK2 を埋めるために用いられた可能性は低いと考えられる。

SK2 埋土が黒（ 黒褐） 色を帯びていた原因について、 多量の花崗岩片が含まれていることから、 調

査地近辺の土壌を埋土に用いた可能性が最も高い。

土坑SX3 出土骨片状遺物について

1. 目的

土坑SX3 から出土した骨片状遺物について、 火葬骨の可能性が指摘された。 このため、 骨片状遺

物が火葬骨であるか、 SX3 が火葬墓であるか否かの判断材料として骨片状遺物の実体顕微鏡観察、骨

片状遺物のEDS(EDX) 化学分析、 取り上げ試料のCN分析を行った。

2. 分析試料の概要

伯耆町教育委員会により福島城遺跡SX3 から採取・ 保管されていた。 本業務に当たり、 保管中の試

料を御提供いただいた。

御提供いただいた試料は「 FJS1 2015.10.28 SX3 埋土火葬骨」、「 FJS1 2015.10.29 SX3 埋土火葬

63μm残渣 63μm残渣

200μm残渣 200μm残渣

第4 図実体顕微鏡写真（ クロボク土）
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骨」 の2 試料( 同じ試料を、 2 回に分けて採取。 ) であった。 それぞれの状況を第5 図に示す。 いず

れにも、 乳白色の骨片状遺物が含まれていた。

3. 分析方法

1) 実体顕微鏡観察

前処理として、 超音波洗浄機により「 骨片状遺物」 表面に付着する土壌成分を除去。 乾燥後、 実体

顕微鏡下で観察・ 記載・ 写真撮影を行った。

2) EDS(EDX) 化学分析

　「 骨片状遺物」 の観察結果に基づき、 エネルギー分散型Ｘ線分析装置(EDS(EDX)) を用い、 化学分析

を行った。 測定元素は骨の主成分であるＰ 2 Ｏ 5、 Ｃａ Ｏのほか、 鉱物の主成分であるＳ ｉ Ｏ 2、 Ａ

ｌ 2 Ｏ 3、 Ｆ ｅ 2 Ｏ 3、 Ｎａ 2 Ｏ、 Ｋ 2 Ｏ、 Ｍｇ Ｏ、 Ｔ ｉ Ｏ 2、 Ｓとした。

3) ＣＮ分析

SK3 が「 土坑墓で」 あった可能性を探る目的で、取り上げ試料全体を対象として、 渡辺（ 2013） に

従いＣＮ分析を行った。

4. 分析結果

1) 実体顕微鏡観察

「 骨片状遺物」 を観察した結果、 下記の3 種類に分類することができた（ 第6 図参照）。 いずれの分

類群にも、「 骨組織」 は観察できなかった。

①岩片(花崗岩片？)
石英、長石などの結晶からなり、 明確な石基が観察されない。 調査地が花崗岩の分布域であること

から、 花崗岩片の可能性がある。

②岩片（ 火山軽石片？）
石英の斑晶が認められ、 周囲は細粒の石基から成る。 大山起源の火山軽石の可能性がある。

③鉱物片？
上記の岩片（ 花崗岩片？）、岩片（ 火山軽石片？） に比べ小型で角張る。 外形から長石の可能性があり、

第5 図骨片状遺物（ SX3 火葬骨）
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岩片から風化によって分離したものである可能性がある。

2) EDS(EDX)化学分析

前述のように、「 骨組織」 をもつ「 骨片状遺物」 は観察できなかった。 そこで、 空 が存在し、「 骨

組織」 と見間違いの可能性がある「 岩片(火山軽石片？)」、「 鉱物片？」 について EDS（ EDX） 化学分

析を実施した。 第2 表に分析結果を示す（ 比較試料として魚骨： サンマ、 BG( バックグラウンド ) のデータ

も示した）。

第2 表から明らかなように、魚骨には3％ほど含まれている P2O5 が、「 岩片(火山軽石片？)」、「 鉱

物片？」 からは全く 検出されなかった。 また、 CaO濃度も魚骨では10％を超える値であるが、「 岩

片(火山軽石片？)」、「 鉱物片？」 では低率であった。 更に魚骨では低濃度のSiO2 が両試料では高い

など、 著しい違いが認められた。 したがってこれらの試料は、 骨ではないと言える。

3) ＣＮ分析

前述のように、 当初試料に含まれているとされた「 人骨状遺物」 が「 岩片」 であることが明らかに

なった。 そこで、 SK3 が「 土坑墓で」 あった可能性を探る目的で、 取り上げ試料を対象にＣＮ分析を

実施した。

第2 表に、 測定した TOC、 TN、 C/N を示す。 御提供を受けた 2 試料は、 いずれも SX3 から採取

されたものであるが、 ピッ ト 内での採取位置が不明であった。 ただし取り上げ日が異なることから、

両試料の採取位置は異なるものと考えられる。測

定は各試料2回行い、その平均値を下段に示した。

一般に古土壌を対象とした TOC( 炭素濃度) と

TN( 窒素濃度） の比(C/N) は、 10 程度を示す（ 渡

辺、　 ）。 人間の遺骸が埋まっていた土坑埋土(底

部) では、 その比が低く なり、 植物質に富めば高

く なる傾向にある。 今回の測定値（ 計算値） は、

第2 表 EDS(EDX) 化学分析結果

第6 図実体顕微鏡写真

第3 表 CS分析結果

岩片(花崗岩片？) 岩片(火山軽石片？)鉱物片？
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それぞれ10.80、10.22、2 試料平均で 10.51 と、ほぼ一般的な土壌を示すものであった。 したがって、

埋葬施設を裏付ける証拠とはならなかった。

5. まとめ

分析結果で述べたように、 当初骨片と考えられていたものは、 全てが岩片、 鉱物片であった。 酸性

土壌下で、骨は完全に溶けたものと考えられる。 また、 CN 化学分析結果でも C/N が10.51 と、 平均

的土壌を示すものであった。

SX3 は形態的には「 墓」 と考えられるものであったが、 今回実施した諸分析では、 SX3 が「 墓で

ある」 ことを指示する結果は得られなかった。 一方で、「 墓でない」 と断定することもできなかった。

AMS年代測定

1. 目的

各遺構、 遺物の時期を特定する目的で、 AMS年代測定を行った。 さらに、 試料№15-1 ～3（ 遺物
№139-2） についてはウイグルマッチングにより年代値の精査を行った。

2. 分析試料の概要

伯耆町教育委員会により採取・ 保管されており、 保管中の試料を御提供いただいた。 試料の詳細を

第4 表に示す。

3. AMS年代測定方法

前処理（ 第4 表に示す） 後、 二酸化炭素を生成、 精製し、 グラファイト に調整した。 14C濃度の測

第4 図表年代測定結果
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3 σの較正範囲を示し、σ、 2 σの年代値を表記している。 第4 表には試料ごとに試料の詳細、 前処

理方法、 δ13 Ｃ値と測定年代、 暦年較正年代（ σ、 2 σ、 3 σ） などを示している。 また、 試料№
15-1 ～ 3（ 遺物№139-2） を対象としたウイグルマッチング結果（ 最外年輪の年代） を第5 表及び第
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)
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第12 図ウイグルマッチング結果 (3)

第11 図ウイグルマッチング結果 (2)
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10 ～ 13 図に示す。 第5 表には、 ウイグルマッ

チング結果を一覧形式で、 第10 ～13 図ではσ、

2 σ、 3 σの範囲と年代値を示した。

5. 年代測定値について

第14 図に、 較正年代と出土遺物等から推定さ

れた年代観を示す。 第14 図で明らかなよう に、

ほとんどの試料が、 出土遺物等からの推定時期と

一致した。以下では、唯一推定時期と一致しなかっ

た試料№12、 多く の試料を測定した古代末～中
世初頭の遺構と考えられている「 炉跡」 関連の測

定値について、詳細を検討する。

1) 試料№12
推定時期（ 戦国時代： 1467 ～1568 年頃） に対して 300 年以上古い年代値が得られた。 樹木では、

樹皮直下が伐採(枯死)年代を示し、年輪中心部に向かい古い年代を示す。今回測定試料とした炭片(炭

化材） の場合、 年輪での位置が分からないが、 伐採(枯死)年代 ≒（ 遺構の年代） より古いことは確か

で、 SK2 最下層が戦国期に堆積したとしても矛盾はない。 ただし、 試料№12 が戦国期に堆積したと
すると、 300 年以上の年代差があることになる。 現存する一般的な樹木では、 樹齢300 年以上の個

体はまれであり、 今回の300 年以上の年代差は考えにく い。 SK2 最下層が戦国期に堆積したもので

あれば、 測定試料が二次的に埋まった可能性も示唆される。 あるいは、 遺構の推定時期を見直す必要

もある。

2) 「 炉跡」 関連の測定値（ 試料№5 ～11）

　「 炉跡」 は、古代末～中世初頭の遺構と考えられている。 また、中世の始まり （ 鎌倉時代の始まり） は、

1185 年頃（ 12 世紀末） である。 今回得られた年代値は、 σで AD996 ～1251 年と、 1185 年を含む

およそ 250 年の間に収まった。

個々の試料について見ると、 試料№5、 6-2、 7 のグループと、 試料№8、 9、 11 のグループ、 試
料№6-1、 試料№10 に 4 分される。
試料№5、 6-2、 7 のグループでは、 補正年代がそれぞれ1 σの範囲内に収まり、 同じ値と捉える
ことができる、 較正年代はAD1048-1189： σ（ AD1033-1218： 3 σ） と、 中世の始まり時期を含ん

でいる。

試料№8、 9、 11 のグループでも補正年代がそれぞれ1 σの範囲内に収まり、 同じ値と捉えるこ
とができる。 較正年代はAD1024-1153： σ（ AD1016-1168： 3 σ） と、 中世の始まり時期は含まな

いものの、σで 38 年、 3 σで 29 年と、 僅かな隔たりである。

試料№6-1 ではAD1218-1251： σ（ AD1166-1270： 3 σ） と、 他の試料に比べ新しい年代値が得
られている。 中世の始まりからσで 33 年過ぎているが、 3 σでは中世の始まりを含んでいる。

試料№10 ではAD996-1028： σ（ AD977-1148： 3 σ） と、 他の試料に比べ古い年代値が得られて

68.3%  probability
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1113 (11.6% ) 1122AD

95.4%  probability
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99.7%  probability

1070 (99.7% ) 1162AD
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いる。 中世の始まりからσで 57 年過ぎているが、 3 σで 37 年の隔たりである。

以上のように、 得られた年代値にはややバラツキがあるが、 試料が炭化木であったことと一般的な

樹齢から、 いずれの値も「 炉跡」 が古代末～中世初頭（ 1185 年前後： 12 世紀末） の遺構であることを

否定するものではなかった。

一方試料№6-1 の年代値（ AD1166-1270： 3 σ） から、「 炉跡」 を AD1165 年以前の遺構と捉える
ことは否定的に捉えられる。 しかし「 炉」 が継続的に用いられていたとすれば、 AD1165 年以前から

の遺構であったことも否定できない。「 炉」 の性格を正しく 把握することが重要である。

6. ウイグルマッチング結果について

得られた最外年輪の年代は、 2 σ(95.4％領域） で 1076-1156 年（ 11 世紀後半～12 世紀中頃） を示

した。 この値はウイグルマッチングをしなかった場合の、 最外年輪年代（ 2 σ） 1028-1157 年（ 11

500 1calBC/1calAD 501 1001 1501 2001

較正年代 (calBC/calAD)

OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5 IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)
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世紀前半～12 世紀中頃）を上回る精度の年代値であった。一方、測定試料には樹皮が確認されておらず、

最外年輪を「 辺材」 と して捉えることもできなかった。 このことから実際の伐採年代は、 1076-

1156 年からやや遅れたものになると推定される。

一方、 得られた年代値は、 出土遺物の推定年代（ 平安時代末期から鎌倉時代初期 :11 ～12 世紀） と一

致する値であった。

樹種同定

1. 目的

木質遺物の保存処理及びAMS年代測定（ ウイグルマッチング） に供する試料について、 それぞれの

処理を円滑に進める目的で樹種同定を実施した。

2. 分析試料の概要

伯耆町教育委員会により採取・ 保管されており、 保管中の試料を御提供いただいた。 試料の詳細を

第6 表に示す。

3. 樹種同定方法

顕微鏡観察用永久プレパラート は、渡辺（ 2010） に従い作成した。 作成した永久プレパラート には

整理番号を付け、 文化財調査コンサルタント 株式会社にて保管・ 管理をしている。 顕微鏡観察は、 光

学顕微鏡下で 4 倍～600 倍の倍率で行った。 同定した分類群ごとに最も特徴的な試料について、 顕

微鏡写真撮影を行うとともに、 島地ほか（ 1985） の用語に基本的に従い、 記載を行った。

4.  樹種同定結果

第6 表に樹種同定結果を示す。 分類ごとに特徴的な試料（ 下線試料） の記載を行った。 また、 表1

に同定結果を示し、 下線試料について顕微鏡写真を示した。

1) スギ属 Cryptomeria japonica D.Don

遺物№： 140(W 17120401)、 141(W 17120402)、 142(W 17120403)、 143(W 17120404)、
記載： 構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。 早材から晩材への移行はやや急で、 晩材

の幅はやや広い。 樹脂細胞は晩材部に分布している。 また、 分野壁孔はスギ型で 2 ～3 個存在する

ことなどから、 スギと同定した。

2) クリ  Castanea crenata Sieb. et Zucc.

遺物№： 139-2（ W 17082501)
第 6 表樹種同定結果



福島城遺跡発掘調査に伴う自然科学分析

14

記載： 環孔材で大きい楕円形の道管が単独で多列に配列し、 孔圏部の幅はかなり広い。 孔圏外の道管

は小さく 、 やや火炎状に配列する。 道管せん孔は単せん孔である。 また、 道管にはチロースが顕著に

認められる。 孔圏道管の周りには周囲仮道管が存在する。 軸方向柔細胞は単接線状に配列する傾向が

認められる。 放射組織は平伏細胞からなる単列同性型である。 以上の組織上の特徴からクリと同定し

た。

引用文献

島地 謙・ 佐伯 浩・ 原田 浩・ 塩倉高義・ 石田茂雄・ 重松頼生・ 須藤彰司（ 1985） 木材の構造． 276p. ， 文

  ◌ɾ Ŋᅹ ɾ  ･ ・ ɾ

・ Cryptomeria japonica D.Don.☷ ਿ◌◌･ 

Castanea crenata Sieb. et Zucc ☷ ਿ◌◌ ･ 

  ◌ɾ Ŋᅹ ɾ  ･ ・ ɾ

第15 図顕微鏡写真
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福島城遺跡検出SF4土壌分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

福島城遺跡（鳥取県西伯郡伯耆町福島地内）の発掘調査では、中世以前（平安時代末～鎌倉時代初め）と推

定される鉄関連炉が検出されている。この炉内からは鉄滓などが出土しているほか、その構造は大きく2層に

区分され、全体的に黄褐色を呈する層準とその上位の炉底にあたる赤色を呈する層準からなることが明らかと

されている。

本報告では、上記した鉄関連炉（SF4）の炉底部の被熱に関わる資料の作成を目的として、薄片観察による

検討を行った。

1.試料

試料は、鉄関連炉（SF4）より採取された堆積物2点である。この堆積物試料は、SF4を構成する堆積物の

うち、炉底に相当する層準（炉基盤（炉床）Ⅵ層）と、炉底下位の層準（炉基盤（炉床）Ⅶ層）より採取され

ており、いずれも複数の土塊からなる。

なお、室内における観察では、炉基盤（炉床）Ⅵ層はにぶい赤褐色( 2. 5YR5/ 4)を呈し、径2～3mmの白色や

灰色の角礫状の砕屑物が極微量混じる。炉基盤（炉床）Ⅶ層はにぶい黄橙色( 10YR7/ 3)を呈し、最大5mm前後

の白色および灰色の角礫状の砕屑物が少量混じる。本分析では、上記した堆積物試料より図版1に示した土塊

を抽出し、薄片作製および鑑定試料としている。

2.分析方法

薄片観察は、試料を0. 03mmの厚さに研磨して薄片にし、顕微鏡下で観察すると、構成する鉱物の大部分が

透光性となり、鉱物の性質・組織などが観察できるようになるということを利用している。

薄片作製は、試料を樹脂により固化した後に、ダイヤモンドカッターにより22×30×15mmの直方体に切断

して薄片用のチップとする。そのチップをプレパラートに貼り付け、#180～#800の研磨剤を用いて研磨機上

で厚さ0. 1mm以下まで研磨する。さらに、メノウ板上で#2500の研磨剤を用いて正確に0. 03mmの厚さに調整

する。研磨面にカバーガラスを貼り付け観察用の薄片とする。薄片は偏光顕微鏡下において下方ポーラーおよ

び直交ポーラー下において観察する。

3.結果および考察

偏光顕微鏡下において被熱の状況について観察記載を行った。鏡下における量比は、薄片上の観察面全体に

対して、多量（＞50%）、中量（20～50%）、少量（5～20%）、微量（＜5%）およびきわめて微量（＜1%）という

基準で目視により判定した。代表的な個所については下方ポーラーおよび直交ポーラー下において写真撮影を

行い、写真図版として添付した。薄片観察結果を表1に示し、鏡下観察結果を以下に述べる。

（1）SF4 炉基盤（炉床）Ⅵ層

本試料は、中量の鉱物片、微量の岩片を含む、砂礫混じりのシルト・粘土の堆積物である。鉱物片はシルト

～砂粒として含まれ、雲母鉱物、酸化鉄粒子が主体であり、石英、斜長石、カリ長石、角閃石、酸化角閃石、

ジルコンなどを伴う。石英、長石類は砂粒サイズのものが多く認められる。岩片は砂粒～細礫であり、花崗岩、

凝灰岩が認められる。その他の砕屑片としては、炭質物、風化粒子などが微量含まれる。基質は酸化鉄、非晶

質粘土から主に構成されており、セリサイト、炭質物も伴う。酸化鉄が多いため、赤味を帯びた濃褐色の色調

を示す。

被熱による痕跡としては、基質の水酸化鉄や、鉱物片の角閃石および雲母鉱物（セリサイトなど）に変化が

認められる。基質を構成する水酸化鉄は、酸化により赤褐色化しており、酸化鉄化が進んでいるとみることが



できる。きわめて微量含まれる角閃石は、一部のものが酸化により赤色化し、酸化角閃石となっている。角閃

石が酸化角閃石化する温度は、800℃以上とされている（五十嵐, 2007）。一方、基質に多く散在する雲母鉱物

は、直交ポーラー下において複屈折が弱くなっているものが多く、非晶質化が進んでいると判断できる。雲母

鉱物（セリサイト）が加熱変化により非晶質化が生じているものは、900℃程度の焼成を受けたと考えられる
（五十嵐, 2007）ことから、本層準は少なくともこの程度の高温を被っていることが推測される。

（2）SF4 炉基盤（炉床）Ⅶ層

本試料は、中量の鉱物片、少量の岩片を含む砂礫質なシルト・粘土の土壌である。鉱物片はシルト～砂粒ま

たは細礫として含まれ、石英、カリ長石、斜長石が主体であり、黒雲母、白雲母、角閃石、ジルコン、不透明

鉱物などを伴う。岩片は砂粒～細礫であり、花崗岩、破砕状花崗岩、凝灰岩などが認められる。その他の砕屑

片としては、炭質物、風化粒子、植物珪酸体などが微量含まれる。基質は非晶質粘土、雲母粘土鉱物、褐色粘

土鉱物、水酸化鉄、炭質物などから主に構成されており、淡褐色～褐色を示す。

基質は、褐色を呈する部分が不規則に偏在しているが、これらの多くは褐色粘土鉱物の濃集部にあたる。基

質に散在する水酸化鉄には焼成による変化は認めらない。このことから、水酸化鉄が赤鉄鉱へ変化する270～

325℃程度（吉木, 1959）の焼成は受けていないと判断できる。また、焼成を受けていた場合も、この程度の温

度以下であったと推測される。

＜引用文献＞

五十嵐俊雄, 2007,土師器・須恵器等に関する焼成温度推定手法の開発.徳永重元博士献呈論集,パリノ・サーヴ

ェイ株式会社, 281- 297.  

吉木文平, 1959,鉱物工学.技報堂, 710p.  

表1. 薄片観察結果
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角
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岩

花

崗

岩

類

破
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状
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崗

岩

酸

化

鉄

粒

子

風

化

粒

子

炭

質

物

孔

隙

△ △ △SF4 炉基盤(炉床)Ⅵ層 ＋±± ±±± ±＋ ±＋

△SF4 炉基盤(炉床)Ⅶ層 ＋＋±± ± ±±±＋＋ ＋±＋

◎ : ○ : △ :量比　 多量(＞50%）. 中量(20～50%）. 少量(5～20%). ＋:微量(＜5%). ±：きわめて微量(＜1%).

◎ : ○ : △程度　 強い. 中程度. ：弱い. ×:非常に弱い.

試料名

鉱物片 岩石片 その他

砂礫の種類構成
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図版土壌薄片2 

1.SF4 炉基盤炉床( )�層

2.SF4 炉基盤炉床( )�層

Qz:石英. Kf:カリ長石. Oxho:酸化角閃石. Tf:凝灰岩.
Gra:花崗岩. CGra:破砕状花崗岩. IH:水酸化鉄. Mi:雲母鉱物.
Cly:褐色粘土鉱物. C:炭質物. WP:風化粒子.
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

1
0. 1mm

2
0. 5mm


